





Effects of Sodium Dodecyl Sulfate and Urea on pH-Solubility 
Profiles of Bovine Serum Albumin 
Mamoru MURAT A 
要 旨 ウシ血清アルブミンの3MKCl中でのpHー 溶解度をドデ、ンル硫酸ナトリウムおよび尿素の在在
で調べ，血清アルブミンの N-F異性化におよぼすこれらの物質の影響を再検討した.pH溶解度曲線はド
デシル硫酸ナトリウムの存在で、モJレ混合比4までは酸性側にシフトしたが， 4を越えると急に効果が無くな
















































定する.pH測定後直ちに遠心分離管に移し， 15，000 ~ 
16，000rpmで10分間遠心分離して洗殿を取り除く.上澄
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平衡をシフトさせる原因であるとすれば， 3M KCl 中で
ζの結合が全く無くなるとは考え難い.他の原因が考慮















































は 4~5 である.これは Fost町と青木が電気泳動の結果
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図3 3MKcl中での pHー溶解度曲線，尿素の影響
o :QM; ム:1M; 口2M; マ:3M; • :4M 圃:2M， AD4; . : 3M， AD4 
82 村 田
表1 N-F異性化平衡の定数
尿素濃度 (M) 中点のpH n K 。 4.43 12 1053・2
1 4.47 5 1022 •4 
2 4.55 5 1022・8
3 5.01 5 1025・1
4 5.37 4~5 1021-2マ
2 (AD4) 4.43 12 1053・2
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